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地域社会から安心な
未来の実現を目指す！
未来へつなぐ、地域とともに歩む20年
埼玉県立特別支援学校　さいたま桜高等学園

クリエイティブな生活都市をつくる
さいたま市の文化芸術の支援組織 「アーツカウンシルさいたま」

つながる力で、地域の笑顔を未来へ
有限会社 福祉ネットワークさくら　横山 由紀子（代表取締役社長）

福祉における「遊び」の可能性を考える
みどりくみらい塾チーム遊びの実践 

■ イベント告知・編集後記
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Midoriku Mirai Oendan Vol. 02

開校20周年を迎えたさいたま桜高等学園は、知的障害のある
生徒一人ひとりの自立と社会参加を目指し、職業教育を柱とした
学びを実践している県立特別支援学校です。パン製造やカフェ営
業、木工、清掃などの実践的な授業や企業実習を通して、社会で活
躍する力を育むとともに、「長く働き続けること」と「豊かな人生を
築くこと」を大切にした教育を進めています。地域とのつながりを
力に変え、企業や関係機関、地域の皆様と連携しながら、生徒たち
の可能性を広げ、地域でいきいきと活躍できる人材の育成に取り
組んでいます。これからも地域とともに歩み、未来へつながる学校
づくりを進めてまいります。

本校は、知的障害のある生徒
の自立と社会参加をめざす、職
業教育に重点を置いた県立特別

支援学校です。桜区上大久保に
あり、今年度は開校２０周年を迎
えます。高等部単独で４学科８

コースが設置され、週の約半分を
占める専科の授業では、生徒た
ちがパン製造・カフェ営業・木
工製品の製造・清掃作業などに
取り組んでいます。また、実際に
企業等に行って働く実習や、社会
生活に必要な基礎的な知識を学
ぶ教科の授業も充実しています。
体育祭や文化祭といった学校
行事や部活動も盛んで、特に部
活動は運動部と文化部を合わせ
て１０部あり、生徒は原則全員加
入となっています。
地域との連携についても、カ

また、本校では「めざす学校
像」に「ライフキャリアの向上を
推進する学校」を掲げています。
学校の教職員は、進路指導と
いうと、どうしても企業就労や離
職防止など、就労に限定したイ
メージを持ってしまいがちです。
しかし、これからますます必要
になるのは、仕事だけでなく、家
庭生活、地域活動、趣味、スポー
ツなども含めた、より広い意味で
の「生活の質」「人生の豊かさ」の
向上をめざそうという視点です。
そして、その実現には、地域の皆
様の御理解と御協力が不可欠で

フェやショップ営業の他、プラザ
ウエストでの製品販売、北浦和
駅・南与野駅周辺の清掃、埼玉
大学構内の清掃など、これまで
の地域の皆様との御縁を大切に
して継続的に取り組んでいます。
卒業生の就労先の多くは一般
企業ですが、ここ数年は「適性就
労」をキャッチフレーズに、卒業
後すぐに一般就労することだけ
を目指すのではなく、生徒の実
態を踏まえ、一旦は福祉就労に
つなげるなど「長く働き続ける」
ことを最終目標に丁寧な指導を
しています。
ただ、就労先の企業について
は、地域的な偏りが課題となって
います。これまでの実績も踏ま
え、本校では多くの卒業生が都
内の企業に就職していますが、
通勤時間の長さなどもあって、こ
のところ地元の埼玉県内、さいた
ま市内の企業で事務補助の職種
を希望する生徒も増えています。
今後は、より多くの卒業生が地
域（県内、さいたま市内）で働くこ
とができるよう、これまで以上に
地元企業の皆様との連携を大切
にしてまいりたいと考えています。

す。これまで以上に、様々な場面
で地域の皆様のお力をお借りで
きればと思っておりますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

≫≫≫地域の学校紹介

未来へつなぐ、
地域とともに歩む20年
埼玉県立特別支援学校 さいたま桜高等学園

さいたま桜高等学園 HP→
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本校は、知的障害のある生徒
の自立と社会参加をめざす、職
業教育に重点を置いた県立特別

支援学校です。桜区上大久保に
あり、今年度は開校２０周年を迎
えます。高等部単独で４学科８

コースが設置され、週の約半分を
占める専科の授業では、生徒た
ちがパン製造・カフェ営業・木
工製品の製造・清掃作業などに
取り組んでいます。また、実際に
企業等に行って働く実習や、社会
生活に必要な基礎的な知識を学
ぶ教科の授業も充実しています。
体育祭や文化祭といった学校

行事や部活動も盛んで、特に部
活動は運動部と文化部を合わせ
て１０部あり、生徒は原則全員加
入となっています。
地域との連携についても、カ

また、本校では「めざす学校
像」に「ライフキャリアの向上を
推進する学校」を掲げています。
学校の教職員は、進路指導と

いうと、どうしても企業就労や離
職防止など、就労に限定したイ
メージを持ってしまいがちです。
しかし、これからますます必要

になるのは、仕事だけでなく、家
庭生活、地域活動、趣味、スポー
ツなども含めた、より広い意味で
の「生活の質」「人生の豊かさ」の
向上をめざそうという視点です。
そして、その実現には、地域の皆
様の御理解と御協力が不可欠で

フェやショップ営業の他、プラザ
ウエストでの製品販売、北浦和
駅・南与野駅周辺の清掃、埼玉
大学構内の清掃など、これまで
の地域の皆様との御縁を大切に
して継続的に取り組んでいます。
卒業生の就労先の多くは一般

企業ですが、ここ数年は「適性就
労」をキャッチフレーズに、卒業
後すぐに一般就労することだけ
を目指すのではなく、生徒の実
態を踏まえ、一旦は福祉就労に
つなげるなど「長く働き続ける」
ことを最終目標に丁寧な指導を
しています。
ただ、就労先の企業について

は、地域的な偏りが課題となって
います。これまでの実績も踏ま
え、本校では多くの卒業生が都
内の企業に就職していますが、
通勤時間の長さなどもあって、こ
のところ地元の埼玉県内、さいた
ま市内の企業で事務補助の職種
を希望する生徒も増えています。
今後は、より多くの卒業生が地

域（県内、さいたま市内）で働くこ
とができるよう、これまで以上に
地元企業の皆様との連携を大切
にしてまいりたいと考えています。

す。これまで以上に、様々な場面
で地域の皆様のお力をお借りで
きればと思っておりますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園は、知的障害の
ある生徒を対象に、職業教育を重視した高等部単独の特別
支援学校です。生産技術・家政技術・工業技術・環境・サー
ビスの4学科を設置し、自立と社会参加、一般就労を目指す
実践的な学びを提供しています。

創　立 ： 2007年4月1日
所在地 ： 〒338-0824　さいたま市桜区上大久保519-7
T E L ： 048-858-8815
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Midoriku Mirai Oendan Vol. 02

アートには、人と人をつなぎ、地域に新たな魅力や活力を生み出す
力があります。アーツカウンシルさいたまは、「あらゆる人に文化芸術
を創造・享受する機会を提供し、豊かに生活できるまちを創出する」
ことを目指し、市民・アーティスト・地域を結ぶさまざまな取り組み
を展開しています。コンサートや展覧会への助成、市民が気軽に参加
できるワークショップ、アーティストによる滞在制作などを通して、文
化芸術をより身近に感じられる環境づくりを進めています。緑区で
も、中尾自然緑地を舞台に自然音を活用したワークショップや、市内
の福祉施設・特別支援学校と連携した「ひかりの実プロジェクト」な
ど、地域の特色を生かした活動を実施。参加者一人ひとりの笑顔や
想いが作品となり、多くの市民へ感動を届けました。これからも文化
芸術を通じて人と地域をつなぎ、「アートが身近にあるさいたま」の実
現を目指し、新たな交流と豊かなまちづくりを育んでいきます。

アーツカウンシルさいたまは、
2022年10月に設立され、さいた
ま市内で文化芸術活動を行う皆
さんのサポートをしています。 
緑区においても、2024年度に
中尾自然緑地を舞台として、自然
音を活用したワークショップを行
うなど、地域の特色を生かしたイ
ベントを実施しています。
 昨年度に実施した取り組みの
一つとして、美術家・髙橋匡太
氏の“ひかりの実プロジェクト”
があります。

人や家族連れなど、多くの市民の
皆さんにご覧いただきました。
今年度においても、“ひかりの
実プロジェクト”の実施を予定し
ています。詳細はアーツカウンシ
ルさいたまHPで告知してまいり
ますので、引き続き多くの皆さん
のご参加をお待ちしています。
これからも、アーツカウンシル
さいたまは、様々な分野や領域と
手をつなぎながら、「アートが身
近にあるさいたま」を目指して、
市民・アーティスト・地域をつ
なぐ活動を続けていきます。

“ひかりの実”は、大切な人の
笑顔が描かれた果実袋にLED
の光を入れた作品を制作し、樹
木に飾りつける展示です。
“ひかりの実”の制作にあたっ
ては、「社会福祉法人久美愛園て
とて」さんをはじめ、市内４カ所の
福祉施設・特別支援学校の皆さ
んとワークショップを行いました。
てとてさんのワークショップで
は、思い思いの「笑顔」を描く皆さ
んの姿が、とても印象的でした。
完成した“ひかりの実”は、浦和
駅東口の駅前にある樹木に展示
され、通勤・通学で駅を利用する

▼“ひかりの実”展示の様子①　（撮影：村上美都）

クリエイティブな生活都市をつくる
さいたま市の文化芸術の支援組織「アーツカウンシルさいたま」

≫≫≫ アートプロジェクト紹介
アーツカウンシルさいたまHP→
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アーツカウンシルさいたまは、
2022年10月に設立され、さいた
ま市内で文化芸術活動を行う皆
さんのサポートをしています。 
緑区においても、2024年度に

中尾自然緑地を舞台として、自然
音を活用したワークショップを行
うなど、地域の特色を生かしたイ
ベントを実施しています。
 昨年度に実施した取り組みの

一つとして、美術家・髙橋匡太
氏の“ひかりの実プロジェクト”
があります。

人や家族連れなど、多くの市民の
皆さんにご覧いただきました。
今年度においても、“ひかりの

実プロジェクト”の実施を予定し
ています。詳細はアーツカウンシ
ルさいたまHPで告知してまいり
ますので、引き続き多くの皆さん
のご参加をお待ちしています。
これからも、アーツカウンシル

さいたまは、様々な分野や領域と
手をつなぎながら、「アートが身
近にあるさいたま」を目指して、
市民・アーティスト・地域をつ
なぐ活動を続けていきます。

“ひかりの実”は、大切な人の
笑顔が描かれた果実袋にLED
の光を入れた作品を制作し、樹
木に飾りつける展示です。
“ひかりの実”の制作にあたっ
ては、「社会福祉法人久美愛園て
とて」さんをはじめ、市内４カ所の
福祉施設・特別支援学校の皆さ
んとワークショップを行いました。
てとてさんのワークショップで

は、思い思いの「笑顔」を描く皆さ
んの姿が、とても印象的でした。
完成した“ひかりの実”は、浦和

駅東口の駅前にある樹木に展示
され、通勤・通学で駅を利用する

▼“ひかりの実”展示の様子②　（撮影：村上美都） ▼ワークショップの様子（社会福祉法人久美愛園てとて）

▼アーツカウンシルさいたまプログラムディレクター髙田 純嗣（左）・ 柳原 絵夢（右）

●プロフィール
髙田 純嗣（たかだ じゅんじ）
1980年北海道生まれ。東北芸術工科大学大学院修了。鉄
を主素材に建築空間と調和する作品を制作。アートスタジ
オを拠点に活動し、文化施設の運営にも携わる。地域資源
を生かした展示やワークショップを企画・プロデュースし、
地域に根ざした創造の場づくりに取り組む。

柳原 絵夢（やなぎはら えむ）　
1976年京都生まれ。東京藝術大学美術学部彫刻科、同大
学院修了。掌サイズの作品から建築まで多様な「場」を創造
し、アートを通じたコミュニケーションやアーティストの社会
還元につながる活動を展開。国内各地で展示、パブリック
アート、子ども向けワークショップなどを行う。

市民が暮らしの中で文化芸術と触れ合う機会を増やし、市
民生活の多様な場面で創造活動が行われる環境を整備する
とともに、文化芸術を通じて将来のさいたま市の姿を考える
ことを目的に創設された支援組織です。

公益財団法人
さいたま市文化振興事業団アーツカウンシル課
所在地 ： 〒336-0024 埼玉県さいたま市南区根岸1-7-1 
   さいたま市文化センター4階
T E L ： 048-767-5350
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Midoriku Mirai Oendan Vol. 02

≫≫≫ “わたしも応援！参加中！”

弊社は、さいたま市浦和区を
拠点に、高齢者・障害者の福祉
サービス事業と飲食業を展開し
ている企業です。1999年の設立
以来、「住みなれた地域で支えあ

うベストパートナーをめざしま
す」という経営理念の元、2.5km
圏内のご利用者様を主とし、地
域に根ざした活動を続けており
ます。働く従業員の9割近くも半

径2.5km圏内に在住し、地域雇
用にもこだわっています。このよ
うに地域の繋がりを特に重視し
ており、都市部で希薄になりがち
なコミュニティの再構築に力を入
れています。
事業内容も障害児の放課後等
デイサービスから高齢者デイサー
ビスまでと幅広く展開しているこ
とを踏まえ、子供から高齢者、障
害の有無や性別問わず、誰もが
集まれる仕組みづくりを推進して
いるところです。
弊社から2.3kmの距離の浦和
区とお隣の緑区に立地されてい
る社会福祉法人久美愛園様に

状態が続き、高齢のご家族での
対応が困難となり、短期入所と
生活介護事業所を探していた
際、数々の事業所様からお断わ
りがあり、相談支援専門員として
の力量のなさとコロナ禍において
の福祉サービス事業所の現実を
知り、落ち込んでおりました。
灯台下暗し、最後にと久美愛
園ご担当様にご相談したところ、
快くお引き受けいただき、施設に
慣れるまで手厚く寄り添い、その
方に合わせた一日のスケジュール
を組んでくださるなど、丁寧なご
対応をしていただき、不穏であっ
たご利用者様が少しずつ本来の
自分らしさを取り戻されていった
姿がとてもうれしく、有難く印象
に強く残っております。その節は
本当にありがとうございました。

は、弊社が障害者相談支援事業
所を開所した当時（2014年）よ
り、お世話になっております。
今では弊社のお祭りの際には

「はっぴぃ工房」様にパン販売で
出店していただいたり、久美愛園
さんのお祭りの際には弊社の「ア
トリエ・モモ」の焼菓子を販売
させていただいたり、久美愛園
様のグループホームに入所され
ている方が弊社の生活介護事業
所をご利用されていたりと、様々
な面で近しくさせていただき、大
変うれしく思っています。
久美愛園様と関らせていただ
く中で印象に残っていることは、
働く職員さんの素晴らしい支援
についてです。当時コロナ禍真っ
ただ中で、弊社相談支援担当の
個性が強いご利用者様が不穏

2025年春からは、私、有限会
社福祉ネットワークさくら代表の
横山が久美愛園様の理事を務め
させていただいており、職員さん
を巻き込んでの事業計画の作成
や勉強会や法人行事へ積極的に
参加されている職員さんの参加
する姿に感銘を受け、学ばせて
いただいている次第です。近くに
障害者事業を総合的に営んでい
る社会福祉法人様が存在し、連
携を取らせていただいているこ
とは本当に貴重であり、有難いこ
とと思っております。
今後はより一層、近隣の障害
者事業所、福祉事業所同士のつ
ながりを深く持っていくことが大
切で、それは「点」ではなく「線」
や「面」でつながることとなり、ご
利用者様や職員、地域全体にと
ても重要と考えております。

つながる力で、
地域の笑顔を未来へ
有限会社 福祉ネットワークさくら　横山 由紀子（代表取締役社長）

有限会社
福祉ネットワークさくら

HP→

●プロフィール
横山 由紀子（よこやま ゆきこ）　
1999年、介護保険制度に対応する
事業を立ち上げるため、前職の経験
を生かし、介護支援専門員（ケアマ
ネジャー）資格を取得。2012年6月
8日、代表取締役社長就任。

私たちは、「住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる社会」
の実現には、一つの事業所だけではなく、地域の福祉事業所や関
係機関が互いに支え合い、連携を深めることが欠かせないと考え
ています。有限会社福祉ネットワークさくらは、創業以来、地域密着
を理念に歩みを重ねる中で、社会福祉法人久美愛園様とも長年に
わたり交流を深めてまいりました。利用者支援や地域行事を通じ
て築かれた信頼関係は、私たちに福祉の本質と地域連携の大切さ
を教えてくださいました。本稿では、そのご縁への感謝とともに、
「点」ではなく「線」「面」でつながる地域福祉への想いをご紹介し
ます。
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弊社は、さいたま市浦和区を
拠点に、高齢者・障害者の福祉
サービス事業と飲食業を展開し
ている企業です。1999年の設立
以来、「住みなれた地域で支えあ

うベストパートナーをめざしま
す」という経営理念の元、2.5km
圏内のご利用者様を主とし、地
域に根ざした活動を続けており
ます。働く従業員の9割近くも半

径2.5km圏内に在住し、地域雇
用にもこだわっています。このよ
うに地域の繋がりを特に重視し
ており、都市部で希薄になりがち
なコミュニティの再構築に力を入
れています。
事業内容も障害児の放課後等

デイサービスから高齢者デイサー
ビスまでと幅広く展開しているこ
とを踏まえ、子供から高齢者、障
害の有無や性別問わず、誰もが
集まれる仕組みづくりを推進して
いるところです。
弊社から2.3kmの距離の浦和

区とお隣の緑区に立地されてい
る社会福祉法人久美愛園様に

状態が続き、高齢のご家族での
対応が困難となり、短期入所と
生活介護事業所を探していた
際、数々の事業所様からお断わ
りがあり、相談支援専門員として
の力量のなさとコロナ禍において
の福祉サービス事業所の現実を
知り、落ち込んでおりました。
灯台下暗し、最後にと久美愛

園ご担当様にご相談したところ、
快くお引き受けいただき、施設に
慣れるまで手厚く寄り添い、その
方に合わせた一日のスケジュール
を組んでくださるなど、丁寧なご
対応をしていただき、不穏であっ
たご利用者様が少しずつ本来の
自分らしさを取り戻されていった
姿がとてもうれしく、有難く印象
に強く残っております。その節は
本当にありがとうございました。

は、弊社が障害者相談支援事業
所を開所した当時（2014年）よ
り、お世話になっております。
今では弊社のお祭りの際には

「はっぴぃ工房」様にパン販売で
出店していただいたり、久美愛園
さんのお祭りの際には弊社の「ア
トリエ・モモ」の焼菓子を販売
させていただいたり、久美愛園
様のグループホームに入所され
ている方が弊社の生活介護事業
所をご利用されていたりと、様々
な面で近しくさせていただき、大
変うれしく思っています。
久美愛園様と関らせていただ

く中で印象に残っていることは、
働く職員さんの素晴らしい支援
についてです。当時コロナ禍真っ
ただ中で、弊社相談支援担当の
個性が強いご利用者様が不穏

2025年春からは、私、有限会
社福祉ネットワークさくら代表の
横山が久美愛園様の理事を務め
させていただいており、職員さん
を巻き込んでの事業計画の作成
や勉強会や法人行事へ積極的に
参加されている職員さんの参加
する姿に感銘を受け、学ばせて
いただいている次第です。近くに
障害者事業を総合的に営んでい
る社会福祉法人様が存在し、連
携を取らせていただいているこ
とは本当に貴重であり、有難いこ
とと思っております。
今後はより一層、近隣の障害
者事業所、福祉事業所同士のつ
ながりを深く持っていくことが大
切で、それは「点」ではなく「線」
や「面」でつながることとなり、ご
利用者様や職員、地域全体にと
ても重要と考えております。

 

有限会社 福祉ネットワークさくらは、さいたま市浦和区を拠
点に、高齢者・障害者福祉サービスを総合的に展開する地
域密着型の福祉事業者です。「お互いに支えあい100まで
元気」を理念に、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし
続けられる社会づくりに取り組んでいます。

創　立 ： 1999年5月17日
所在地 ： 〒330-0071　埼玉県さいたま市浦和区上木崎6-9-3
T E L ： 048-831-1079
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Midoriku Mirai Oendan Vol. 02

前回ご紹介した「チーム子ども」に続き、今回は「チーム遊び」の
取り組みを紹介します。
「チーム遊び」は“遊び”というテーマを真剣に真正面から考える
３名の職員で構成されています。一見すると楽しそうな「遊び」です
が、実はとても奥が深く、考えれば考えるほど難しいテーマです。
この活動は2024年からスタートしました。毎年5月1日（さいたま
市民の日）に、さいたま市民の皆さんが余暇を楽しむ日に合わせ
（？）、「遊び」について語り合う場を設けています。会議後の懇親会
も福祉談議で大いに盛り上がりますが、「遊び」を真面目に考える時
間そのものが、私たちにとって大切な学びの場となっています。
「チーム遊び」の回は久美愛園を飛び出し、外部の会議室や施設
を活用したり、秘密兵器（えんたくん）を活用し、楽しく学ぶを裏
テーマにしているのも特徴です。

――今までの取り組み紹介――

●2024年5月　
大人の充実した遊びを考えよう
特に自ら発信や行動すること
が困難な方たち（障害のある方や
高齢者の方）の「遊び」について
考えました。
《調査場所》
・障害者交流センター（さいたま
市浦和区）

・包括支援センター リバティハウ
ス（さいたま市緑区） い」という気持ちの土台になって

いることに気づきました。だから
こそ、子どものころにより多くの
経験を積むことが、後の社会生
活での対応力や選択肢の幅につ
ながる大切な部分だと考えます。
●2026年5月　
4つの視点で遊ぶを考える
第2回の学びから、「支援が必
要な人もそうでない人も、子ども
の頃の経験がそのあとの人生を
豊かにする」という視点が見えて
きました。では、どうすれば子ど
もの頃に豊かな経験を増やし、
大人になっても「遊び」を楽しめ
るのか。その問いをもとに、第3
回ではさらに「遊び」について深
く考えました。
《調査場所》
・あいぱれっと（さいたま市浦和区）
・たねの会（ぼうけんはらっぱ）
《まとめ》
「わくわく」「ゆったり」「すくす
く」「のびのび」
この4つの気持ちを感じられ
る遊びや環境を取り入れること
が大切であると学びました。

《まとめ》
「行きたい」「居たい」「やってみた
い」と思える場所づくりの大切さを
学びました。一方で、公共性が低
く、利用料金も高くない場所で新た
な「遊び」を生み出すことの難しさも
感じました。まさにこの部分が社会
福祉法人に期待されている（？）役
割なのかもしれません。今後は地
域性を生かした居場所づくりの創
造を考えていきたいです。
●2025年5月　
子どもの充実した遊びを考えよう
続いて、自ら発信や行動するこ
とが難しい「子ども」たちの「遊
び」について考えました。
《調査場所》
・児童養護施設　ホザナ園（さ
いたま市緑区）

・小規模保育園　ひだまり園（さ
いたま市緑区）

・久美愛園で働く職員の子ども
たちへのインタビュー

《まとめ》
子どもの頃の遊びの経験は、
第1回でテーマとなった大人の
「行きたい」「居たい」「やってみた

子どもはこの4つの気持ちを
育てられるような「遊び」
おとなはこの4つの気持ちを感
じられるような「遊び」
特定非営利活動法人たねの
会佐藤美和様よりプレーパーク
の取り組みから、「活動」と「遊
び」の違い、「リスク（自ら挑戦す
る危険）」と「ハザード（自分から
挑戦できない隠れた危険）」の違
いについてご講演いただきまし
た。多くの学びや気づきを得るこ
とができ、まさに「遊学（あそ
ぶ）」の機会となりました。
さて、これからは今までの調査
研究をどのように地域展開できる
のかを考えていかなければなりま
せん。今までは「自ら発信や行動
することが難しい方 に々対して、ど
のようなことができるのかを考え
てきました。しかし、回を重ねる中
で、対象者を限定するのではな
く、「すくすく」「のびのび」「ゆった
り」「わくわく」といった気持ちが
自然に生まれるような場や取り組
みこそがどんな人にとっても「遊
び」なのではないか、という気持
ちに変化してきています。
3回の発表、グループワークを重

ね、ようやく「チーム遊び」の方向性
も見え始めています。私たちはこれ
から、「遊び」をどのように捉え、社
会福祉法人久美愛園がどのように
地域に「遊び」を広げていくのか。
これからの「チーム遊び」の活
動に、ぜひご期待ください。

チーム遊びメンバー：朝日雅也先
生、関野涼、青木強、齋藤由貴子  

≫≫≫  「みどりくみらい塾チーム遊び」取り組み紹介

～みどりくみらい塾チーム遊びの実践～

福祉における「遊び」の
可能性を考える
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――今までの取り組み紹介――

●2024年5月　
大人の充実した遊びを考えよう
特に自ら発信や行動すること

が困難な方たち（障害のある方や
高齢者の方）の「遊び」について
考えました。
《調査場所》
・障害者交流センター（さいたま
市浦和区）

・包括支援センター リバティハウ
ス（さいたま市緑区） い」という気持ちの土台になって

いることに気づきました。だから
こそ、子どものころにより多くの
経験を積むことが、後の社会生
活での対応力や選択肢の幅につ
ながる大切な部分だと考えます。
●2026年5月　
4つの視点で遊ぶを考える
第2回の学びから、「支援が必

要な人もそうでない人も、子ども
の頃の経験がそのあとの人生を
豊かにする」という視点が見えて
きました。では、どうすれば子ど
もの頃に豊かな経験を増やし、
大人になっても「遊び」を楽しめ
るのか。その問いをもとに、第3
回ではさらに「遊び」について深
く考えました。
《調査場所》
・あいぱれっと（さいたま市浦和区）
・たねの会（ぼうけんはらっぱ）
《まとめ》
「わくわく」「ゆったり」「すくす
く」「のびのび」
この4つの気持ちを感じられ

る遊びや環境を取り入れること
が大切であると学びました。

《まとめ》
「行きたい」「居たい」「やってみた
い」と思える場所づくりの大切さを
学びました。一方で、公共性が低
く、利用料金も高くない場所で新た
な「遊び」を生み出すことの難しさも
感じました。まさにこの部分が社会
福祉法人に期待されている（？）役
割なのかもしれません。今後は地
域性を生かした居場所づくりの創
造を考えていきたいです。
●2025年5月　
子どもの充実した遊びを考えよう
続いて、自ら発信や行動するこ

とが難しい「子ども」たちの「遊
び」について考えました。
《調査場所》
・児童養護施設　ホザナ園（さ
いたま市緑区）

・小規模保育園　ひだまり園（さ
いたま市緑区）

・久美愛園で働く職員の子ども
たちへのインタビュー

《まとめ》
子どもの頃の遊びの経験は、

第1回でテーマとなった大人の
「行きたい」「居たい」「やってみた

子どもはこの4つの気持ちを
育てられるような「遊び」
おとなはこの4つの気持ちを感
じられるような「遊び」
特定非営利活動法人たねの
会佐藤美和様よりプレーパーク
の取り組みから、「活動」と「遊
び」の違い、「リスク（自ら挑戦す
る危険）」と「ハザード（自分から
挑戦できない隠れた危険）」の違
いについてご講演いただきまし
た。多くの学びや気づきを得るこ
とができ、まさに「遊学（あそ
ぶ）」の機会となりました。
さて、これからは今までの調査
研究をどのように地域展開できる
のかを考えていかなければなりま
せん。今までは「自ら発信や行動
することが難しい方 に々対して、ど
のようなことができるのかを考え
てきました。しかし、回を重ねる中
で、対象者を限定するのではな
く、「すくすく」「のびのび」「ゆった
り」「わくわく」といった気持ちが
自然に生まれるような場や取り組
みこそがどんな人にとっても「遊
び」なのではないか、という気持
ちに変化してきています。
3回の発表、グループワークを重

ね、ようやく「チーム遊び」の方向性
も見え始めています。私たちはこれ
から、「遊び」をどのように捉え、社
会福祉法人久美愛園がどのように
地域に「遊び」を広げていくのか。
これからの「チーム遊び」の活
動に、ぜひご期待ください。

チーム遊びメンバー：朝日雅也先
生、関野涼、青木強、齋藤由貴子
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E V E N T S

1 0月18日（日）10～15時まで
※荒天の場合は中止（順延なし）

第24回緑区区民まつり

久美学園花火大会

9月18日（金）19～20時まで
※雨天中止

久美愛園  園庭

埼玉スタジアム2○○2 南広場日時

日時

会場

会場

問い合わせ先： 社会福祉法人久美愛園　久美学園
 TEL. 048-873-5716（担当：高橋）

問い合わせ先： 緑区区民まつり実行委員会（事務局：緑区役所区民生活部コミュニティ課） TEL. 048-712-1130

くみむろフェスティバル

9月26日（土）10～14時まで
※雨天中止

三室中央公園（ヌゥパーク）

日時

会場

主催： 社会福祉法人 久美愛園
協賛： ヌゥパーク共同企業体

さいたま市の久美愛園が９月に開催する地域交流花火大
会。入所者や住民が一体となり、間近で上がる打ち上げ花
火や手持ち花火をアットホームな雰囲気で楽しめます。

今年で24回目を迎える本イベントは、区民が一体となって作り上げる温かいふれあいの場です。当日は、迫力あるステージパフォーマン
スをはじめ、子どもに大人気のミニSLや、浦和レッズブース（キックターゲットなど）が登場します。さらに、様 な々店舗が並ぶ物販・展示
コーナー、人気のキッチンカー、のびのび子育て広場など、家族みんなで楽しめる企画が満載です。当日は大変混雑するため、公共交
通機関や無料シャトルバスをご利用ください。皆様のご来場をお待ちしています！

笑顔繋がる「くみむろフェスティバル」初開催！子供から大
人まで楽しめる出店やステージ、楽しい企画が満載です。
地域の皆様、ぜひお気軽にお越しください！
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P A R K

E d i t o r ' s  n o t e

先日緑区役所内でさいたま市福祉局生活福祉部地域福祉推進室主催の地域福祉に係る

緑区意見交換会が開かれ、緑区障害者生活支援センターぶどうの木として参加させて

頂きました。この会は国や行政が共生社会の実現を目指す中で、具体的な取り組みの

一環として①分野横断的な協働・連携体制の構築、②顔の見える関係や本質的な連携体

制の構築、を目的として開催されたそうです。出席者は市社協・児童センター・地域包括・

障害者生活支援センター・地域支援マネージャーと区役所 11 部署より派遣されていま

した。共生社会というたった 4 文字のことの実現の困難さを改めて感じるとともに、新

たな一歩として新しい価値観が生れる期待を感じました。障害のある人も

ない人も、誰もが住みやすい街づくり・・・法人理念とも合致する心地

よい響きを感じています。福祉局キャラクター「つつまーる」とともに。

つながるって、いいな。そんな一日でした

（編集後記）

よ り ど り

Midoriku

見沼田んぼの豊かな自然に囲まれた「見沼自然公園」。広々とした芝生広場や大きな池、自

然観察園などがあり、四季折々の草花や野鳥を身近に感じることができます。木々の間を

ゆっくり散策したり、芝生でのんびり過ごしたり、家族で自然観察を楽しんだりと、思い思

いの時間を過ごせるのも魅力です。水辺と緑が織りなす穏やかな景色は、訪れる人の心を

和ませてくれます。ぜひ足を運び、見沼の自然の豊かさを感じてみませんか。

見沼の豊かな自然に包まれて、

四季を感じながらゆったり楽しむ憩いの公園

見
沼
自
然
公
園

公 園

紹 介

緑区の

所在地：
さいたま市緑区
大字南部領辻 450-1
TEL： 048-878-3656
FAX： 048-878-4310
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いっしょ

一緒に
おうえん

応援してくださる
だんいん

団員のお
もう

申し
こ

込みはこちらから

2025
ねん

年6
がつ

月『
ひとびと

人々が
きょうせい 

共生して
く

暮らしていく
しゃかいじつげん

社会実現のための
かつどう

活動を
おうえん

応援する,

また、その
かつどう

活動をする
ひと

人たちの
わ

輪を
ひろ

広げること』を
もくてき

目的として
ほっそく

発足した
で き た

出来立てほやほやの
おうえんだん

応援団（
かい

会）です。

「
だれ

誰もが
く

暮らしやすい
まち

街づくり」の
じつげん

実現をめざす
かつどう

活動を
いっしょ

一緒に
おうえん

応援しませんか？

なんだか
たいへん

大変そう,
じっさい

実際に
さんか

参加するのは
むずか

難しいかな,と
おも

思われたあなた。
おうえん

応援してくださる
き   も

気持ちだけでも
うれ

嬉しいです。

みどりくみらい
お うえ ん だ ん

応援団
だ ん いん ぼしゅう

団員募集

広報誌『みどりくみらい応援団』（Vol.02）
発行日 ： 令和8年9月15日
発行元 ： 社会福祉法人 久美愛園
  〒336-0911 埼玉県さいたま市緑区三室1431

連絡先 ： TEL 048-873-5715 / FAX 048-874-1750
URL ： https://www.kumiaien.or.jp/
編集人 ： 松永 斉
デザイン・制作： 一般社団法人 朗真堂 ※本誌掲載記事・写真の無断転載を禁じます。

・大塚食品株式会社
・学校法人 日本福祉大学
・日清医療食品株式会社

・近藤建設株式会社
・(小規模保育事業所) ひだまり園
・社会福祉法人のびろ会
　　　他個人応援団員　5名

応援団員の紹介
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https://forms.gle/rPfQ7cM1UcTYWraBA
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